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　３・11 からまもなく９年。廃炉作業工程は
延期の連続。事故収束のめどなどまったく立た
ないなか、「復興オリンピック」にむけ、３月
14 日にＪＲ常磐線が全線開通されます。除染
したのは駅や道路だけ、見せかけの復興です。
双葉、大熊、富岡のいまだ高線量の帰還困難区
域へむりやり住民を戻そうとしているのです。

　福島原発事故直後の大量の初期被曝は隠蔽さ
れました。230 人をこえる小児と若者の甲状
腺がんをはじめとする健康被害の実態からも明
らかです。子どもたちの未来を守るために原発
の廃止は待ったなしです。「気候変動」から地
球を守れという若者の行動が始まっています。
原発も核兵器もいらないという３・11 の原点
に返り、福島の怒りが集まりつながりましょ
う。被災者同士が分断されてはなりません。３・
11 反原発福島行動 ’20 にぜひお集まりくださ
い。集会成功のため多くのみなさんの賛同をお
願いします。

反原発福島行動実行委員会からの呼びかけを転載し
ます。全国からの集会賛同をお願いします（事務局）
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金銭的な補償ではなく、農地か
らの放射性物質の除去を求め
て裁判に立ち上がった福島県
の農家

　農地から放射性物質を取り除くことを要求し
た裁判で、「飛散した放射性物質は東電の管理
下になく、農家が所有していると言えるので東
電に除去は請求できない」という判決が出まし
た。東電旧経営陣を訴えた裁判も無罪判決。政
府も電力会社もだれ一人責任を取りません。事
故などまるでなかったかのように汚染水を海に
放出して原発再稼働に向かおうとしています。
福島の現実を見るならば、原発の再稼働も新規
開発も絶対認められません。

３・１１反原発福島行動 ’ ２０へ！参加と賛同のお願い　　 ３・11 郡山へ！実行委員会からの呼びかけ
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2017年12月7日、普天間基地に近接する宜野湾市緑ヶ
丘保育園の屋根に米軍機の部品が落下した事件に対し、
子どもの命と安全な空を求めて署名活動などを取り組
んでいる。【写真】署名を携え政府に要請行動
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　第 36回県民健康調査検討委員会が昨年１０
月７日、開かれました。６月３０日時点の甲状
腺検査結果が公表され、悪性ないし悪性疑いと
診断された患者は１３人増え（３巡目が５人、
４巡目が８人）、合計２３１人（うち１人は良性）
となりました。手術を受けて甲状腺がんと確定
した患者は１６８人。
●委員改選後はじめての会議
　７月末の任期切れで検討委の人事が更新さ
れ、今回は改選された委員、１８人中５人が新
任、残りは留任での開催となりました。前回は、
２巡目検査結果の評価をめぐって議論が対立し
ました。「甲状腺がんと被曝の関連は認められ
ない」と断定する「まとめ」を発表することに、
数人の委員が反対意見や疑問を述べました。そ
のうち福島県臨床心理士会の成井香苗氏と、甲
状腺外科医の清水一雄氏の２人が委員を外れる
一方、学校検診打ち切りを声高に主張する大阪
大学の高野徹氏も１期のみで外れる異例の人事
でした。このため、今回の会議の方向性、県や
国のスタンスが注目されました。
●「お知らせ文」改悪で検査縮小狙う
　会議は、検査の「お知らせ文」の改定をめぐ
る議論に多くの時間を割きました。広島大学の
稲葉俊哉氏が、「（お知らせ文が、検査のメリッ
ト、デメリットの）両論併記とならざるをえな
いということは検査本体に問題があるから」「そ
もそも（福島は）そんなに被曝していないのに
県民の不安が最高潮の時に決めた検査であり、
学校検診は強制性がある」と前回以上にあから
さまに発言。国立がん研究センターの津金昌一
郎氏も「国際的専門家（ＩＡＲＣ）が、スクリー
ニングは線量が低い時には行なうべきではない
と言っている。（線量が低い）福島も同じ。検
査は見直すべき」と、原発推進側の国際機関で
あるＩＡＲＣの本音を代弁しました。
　高野氏が１期で外れたことを不思議がる人も
いましたが、彼は、会議の「流れ」を読まずに

持論をまくし立て、座長までをもいらだたせて
いたのも事実です。その高野氏を外すことで「無
用な波風」は避け、しかし着実に検査縮小へ持
ち込もうという敵の狙いが見えた気がします。
●男女比問題に口つむぐ検査縮小派と福島医大
　しかし、前評価部会員で検討委員会の新委員
となった甲状腺外科医の吉田明氏（神奈川県予
防医学協会）が、検査の継続を主張しました。「評
価部会員として（お知らせ文には）検査のメ
リットについての記述が少ないと感じた。日本
でも小児甲状腺がんの死亡例はある。数は少な
いが。稲葉委員が言うように不安にこたえるも
のとして始めたのだから、同じ基準で続けてい
かなければ将来の不安にこたえられない」 と。
福島大学教授の富田哲氏も「検査縮小の動きに
なれば、『見捨てられた』と思う人が多いと思う。
せめて震災の年に生まれた人が高校を卒業する
までは続けるべき」と述べるなど「継続派」も
論陣を張りました。 
　記者会見で吉田氏は、甲状腺がんの男女比が
１対１に近い現状について記者から問われ、「福
島の男女比はおかしいという感想を持ってい
る。一般に甲状腺がんは大人だけでなく小児で
も女性が多い。男女比はどんなに小さくても１
対３か 1対４」とコメントし、１対１に近い
福島の結果に疑問を呈しました。チェルノブイ
リの経験から被曝群は男女比が１対１に近づく
ことが分かっています。検査縮小派の学者も福
島医大も、この不都合な真実については、口を
つぐんだままです。
　まもなく事故から９
年。健康被害の隠蔽を
絶対に許さないという
声も３・１１反原発福
島行動にたくさん集め
たいと思います。

小児甲状腺がんの増加と
検討委員会攻防の現段階

福島診療所建設委員会事務局　遠藤義人
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東海第二原発

テラパーク防潮堤工事
事務所

黒の破線が
防潮堤予定

国
道
24
5
号

原電通り

東海第二再稼働へ工事事務所始動
６市村の事前同意なく防潮堤の本着工狙う

らを無視した再稼働の工事は許されない。
◆防潮堤で事故は防げない
　再稼働の新規制基準として、“ 福島では津波
で事故が起きたから、海水による浸水を防げば
安全になる ” と称して、安全対策の柱に防潮堤
建設が上げられてきた。しかし、福島第一原発
事故の真の原因は、地震による配管破断にある。
東電も政府もこの事実を隠し、“防潮堤で安全 ”
の大嘘で再稼働を強行しようとしている。
　炉心に燃料棒がなければ、かりに大地震でも
メルトダウンとはならない。炉心に燃料棒を入
れる再稼働はさせてはならない。その上で、防
潮堤は「再稼働しない」と確約して造るべきで
あり、近くの再処理施設にも造るべきである。
大事故を防ぐために、あらゆる努力が行われる
べきなのである。（事務局）

◆４月以降に本格着工か
　東海第二原発の再稼働に向けた工事をするた
め、建設会社の事務所が昨夏から始動している。
場所は東海村の日本原子力発電（原電）敷地の
正門のすぐそば。看板には「防潮堤（放水路エ
リア区間）設置工事他共同企業体　工事事務所」
とある。飛島建設、オリエンタル白石、東亜建
設工業という３社の名が掲示されている。オリ
エンタル白石は高強度のコンクリートによる橋
梁建設、東亜建設は海洋土木が得意とされる。
また、原電は昨年６月末に防潮堤などの工事の
ために「土木建築室」を新設している。
　１２月１７日付け朝日では、「再稼働を急ぎ
たい原電は２０年３月までに工事契約を結ぶこ
とを目指している」とある。この間すでに防潮
堤の準備工事は行われており、４月以降に本着
工となる可能性が強い。
◆６市村の同意なしの工事は協定違反
　原電と茨城６市村との間には、「実質的事前
了解」を含む「新安全協定」が結ばれている（１８
年３月）。東海村には、従来の安全協定で「実
質的」抜きの「事前了解」の権限がある。これ

〔上〕３企業を掲示した看板
〔左〕工事事務所入り口の看板
〔下〕３階建ての建物と駐車場

日本原電のホームページ上の「安
全対策」と「防潮堤のイメージ」

防潮堤高さ
標高 20 ｍ

最高の津波高さ
　　　　17.1 ｍ

厚さ 3.5 ｍ
発電所側
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「中間貯蔵施設」という名の「最終処分場」
そのそばに帰還を強制するな！

茨城県労働組合交流センター
　福島第一原発の周辺、JR 常磐線・国道 6号
線から太平洋岸の第一原発を囲む地域、南北
約 8㎞、約 1600ha(㌶ ) の土地に、毎日 2,400
台の 10 ｔダンプ車が放射性廃棄物を運び込

んでいる
（1,600ha
は正方形
にすると
縦横４㎞
の広さ）。
　福島県
内の除染
で は ぎ

取った汚染土壌や廃棄物（汚泥、草木、落ち葉
など）や、10 万ベクレル /kg を超える焼却灰
を埋立てたり貯蔵したりする「中間貯蔵施設」
だ。（ちなみに、埋立作業者の年間被曝線量が
1㍉シーベルトを下回る基準は 8000 ベクレル
/Kg 以下とされている）。
　2019年は 268万㎥の汚染土壌が運び込まれ
た。およそ１日当たり 1万㎥だ。輸送予定量
は 2021 年までに合計 1,400 万㎥（最大でフ
レコンバック 2,200 万袋）。2014 年 12 月に
大熊町、2015 年 1月に双葉町が「中間貯蔵施
設」の受入を表明したことで、2015 年 3月に
輸送が開
始 さ れ、
2019 年
12 月 で
すでに合
計 5 3 0
万㎥を運
び込んで
いる。
 　運び込まれたフレコンバックは、破袋機で
裁断したあと粉砕され、長大なベルトコンベ
アーで「土壌貯蔵施設」に運ばれ、ローラー車
で埋め固められる。草木などの除染廃棄物は焼

却され、「減容化施設」で容積を小さくし、「廃
棄物貯蔵施設」で貯蔵される。 
◆「最終処分場」への帰還の強制
　「30年間の一時的貯蔵」と言っているが、県
外に運び出す見込みは無く、実質「最終処分場」
だ。毎日 2,400 台のトラック運転手、ゲート
の警備員、荷下ろし・破砕・埋立など全ての場
面で働く労働者の内部被曝が心配だ（2019 年
4 月～ 7 月　のべ 53 万 8,132 人。一日最大
7,173 人が作業に従事している）。
　台風や水害で放射性物質は常に移動し、モニ
タリングポストの値も変動する。この「中間
貯蔵施設」のすぐわきの常磐線の全線開通が 3
月 14 日に予定されている。常磐線双葉駅周辺
が 3月 4 日に、大熊町の大野駅周辺が 3月 5
日に、富岡町の夜ノ森駅周辺が 3月 10 日に避
難指示が一部解除される（帰還困難区域では初
めての解除）。放射性廃棄物が膨大に集積され
る広大な「中間貯蔵施設」（実質日本で初めて
の最終処分場とも言える）のすぐ脇に、住民を
帰還させ、鉄道を通し、被曝が強制されようと
している。3月 26 日の聖火リレーを双葉町で
行おうとする動きまである。
　20㍉シーベルト / 年を超える汚染（通常の
100 倍以上）がある地域の生活で、子どもた
ちの甲状腺がんや大人も含めた健康被害が増え
続けている。そのような状態での帰還は、復興
でも何でもなく、福島切り捨てそのものだ。絶
対に許してはならない。
◆被曝の強制許さず、粘り強く闘い抜こう
　「原発事故を無かったことにする動き」「被曝
労働を強制する動き」を見のがさないために、
福島で起きていることに関心を持ち、注意を向
け、広く訴えていこう。職場や地域から被曝を
拒否する運動はこれからが大事な時期を迎え
る。何一つ終わってはいない。動労水戸と共に
闘おう。
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　台風 19号では宮城県も大きな被害を受けま
した。ニュースで「宮城県丸森」という地名を
聞き、長崎保養に参加した家族を心配した人た

ちが連絡をとった
ところ、Ｈさんは
「１階が水没して衣
類が欲しい」と話
されたそうです。

　そこから長崎、福岡の人たちの行動は速く水
害から 10 日たらずの 24 日、宮城の事務所に
ダンボール 11箱（！）が送られて来ました。
　10 月 25 日に福島の椎名さんとＫさんと３
人で支援物資を持って丸森に行きました。一番
被害が大きかったＨさんが案内してくれまし
た。当日は台風の雨予報で二次災害の心配から
自宅は立ち入り禁止になっていて、片付けはで
きないとのこと。有名な齋理屋敷や町役場など
は水が引いていましたが、役場のとなりの大き
なグランドに廃棄物が山のように積まれていま
した。Ｈさんの自宅は、竹

たけや

谷地区にあり、すぐ
近くの新川が、上流から流されてきた家で堰き
止められた上に、山の土砂崩れで堤防が決壊
し、1.2 メートル浸水したそうです。この地区
と、五

ご ふ く や

福谷地区が一番被害が大きく、土砂に埋
まったままの建物や車がそのままになっていま
した。アスファルトで舗装されていた道路は見
る影もなく、被害のすさまじさに言葉を失い
ました。もともと線量が高かった地域 (0.3 ～
0.4 μ sv) なのに山から土砂や木が流れてきた
ので、放射線量がさらに高くなっただろうと不
安気でした。支援のボランティアや東北各地か
ら動員されている自衛隊はこのことを知らされ
ていないのでしょう。みんなマスクなしです。
案内の途中、Ｈさんは何度も長崎保養はとても
楽しかった、お世話になったと話してくれまし
た。
　支援物資には、衣類ばかりではなく、メッセー
ジ付きのお菓子の袋も入っていました。保養で
一緒に遊んだ子ども達の顔を思い浮かべながら
メッセージを書いているのだろうと想像して、

涙がでました。顔が見えるつながりの深さを実
感しました。広島保養に行った Oさんとも会
いました。忙しくて甲状腺検査に行けないとの
こと。みやぎNAZENの仕事だなと思いました。
　11月 21,24 日には宮城の支援物資を持って
いきました。広島保養に行った Kさんとは役
場で１時間も家族のことなど話込みました。初
対面なのですが、保養支援に関わる人たちとい
う信頼があるのだと思い感動しました。顔が見
える関係ができたことに感謝です。
　3 回目は東北大自治会の学生と行きました。
H さんの地区は大丈夫ということで、他の地区
に行くことになり、ボランティアセンターで登

録しました。2 回目の
時に H さんの近くの裏
山を測ったら、0.3 μ sv 
ありました。家の前の
泥をかたづけたところ

は 0.07 μ sv でした。
　東北大で支援を呼びかけ、参加を決めていた
人にもこの事実を話したところ辞退する学生が
3 人いました。「大丈夫」を鵜呑みにしないこ
とは大事、事実を知ることからはじまります。
　学生たちが泥出しをした中島地区は一ヶ月
たっても、丸太の山、埋もれた家、手付かずの
ところがほとんどでした。線量を計ったところ
いたるところで 0.3 μ sv になりました。 
　この後天皇が訪問して丸森という地名は全国
区になりましたが、この訪問費用がどれだけに
なるのか、そして民衆には金を出さなくて済む
ボランティアを奨励する！間違っているぞと言
いながら、それでも飛び上がらんばかりに喜ん
でくれるＨさんを支援しなければと思っていま
す。
　こんな中での長崎、福岡の皆さんの大量な支
援物資に心がほっこりします。社会を支えてい
るのは、それでも人間の力です。 金儲け優先
の社会、人の命をないがしろにする社会を変え
ましょう。

NAZEN みやぎ  小原 真喜子
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原発トピックス（2019 年 12 月 12 日～ 2020 年 1月 10 日）

◆東海第二工事、７００億円上回る

　東海第二原発の再稼働のための安全対
策工事に、ゼネコン側が２５００億円を
超える見積額を提示し、日本原子力発
電（原電）の当初の予定額を７００億円
以上、上回っていることが分かった。防
潮堤建設の費用が膨らんだとされる。再
稼働を急ぎたい原電は、２０年３月まで
に工事契約を結ぶことを目指している。
（１２月１７日　朝日）

◆ＪＲ常磐線・富岡ー浪江で試運転

　ＪＲ東日本は１８日、３月末までの全
線開通を目指し、福島第一原発事故で不
通が続く常磐線の富岡ー浪江間（２０・
８キロ）で試運転を始めた。駅周辺の除
染や復旧工事が完了しており、帰還困難
区域内にある夜ノ森（富岡町）、大野（大
熊町）、双葉（双葉町）の３駅に電車が
乗り入れた。試運転は２０日まで。（１２
月１８日　読売）

◆復興庁、３０年度まで延長を決定

　政府は２０日、東日本大震災の復興に
ついて２０２１年度以降の「基本方針」
を閣議決定した。２０年度で廃止する予
定だった復興庁を、３０年度まで延長し
て存続させる。２１年度から５年間に必
要な事業規模を「１兆円台半ば」とする
試算が示された。まちづくりを支えた復
興交付金は廃止し、税制優遇・規制緩和
は縮小する。（１２月２０日　朝日）

◆東海再処理施設、作業２年中断

　日本原子力研究開発機構は、原発の使
用済み核燃料からプルトニウムを取り出
す東海再処理施設（東海村）の廃止作業
で、放射能が強い廃液（高レベル放射性
廃液）を固める工程が約２年中断する見
通しを初めて示した。漏れ出すリスクを
下げる最初の重要な作業だが、設備の故
障が相次いでいる。この廃液は、冷却設
備などが使えなくなると沸騰や水素爆発
が起こる。（１２月２６日　朝日）

◆双葉、大熊、富岡の避難指示解除

　福島第一原発事故に伴う避難指示につ
いて、国は帰還困難区域の一部を双葉町
は３月４日、大熊町は５日、富岡町は
１０日に解除する。帰還困難区域は７市
町村に設定され、「特定復興再生拠点区
域」（復興拠点）では除染やインフラ整
備が進められている。解除日が決まった
３町の帰還困難区域の一部はいずれも復
興拠点内。（１２月２７日　福島民友）

◆規制委、「廃棄」資料を一転開示

　原子力規制委員会が重要方針を決めた
非公開の事前会議を巡る問題で、会議の
配布資料を毎日新聞が情報公開請求した
ところ、規制委は「廃棄済みで不開示」
とした。ところが、資料の表題を明示し
て再請求すると一転開示した。開示した
のは、関西電力３原発（高浜、大飯、美
浜）に求める火山灰対策を議論するため、
１８年１２月６日の非公開会議で配布さ
れた資料。（１月５日　毎日）
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◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　ＮＡＺＥＮ
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養カンパ」などお書き下さい

7

多くの初参加者で報告集会
ＮＡＺＥＮ熊本　事務局

■「東海第二再稼働　何が問題？」講演＆トーク
と　き　２月１日（土）１４時～（開場１３時半）
ところ　としま区民センター会議室５０３
　講演　山崎久隆さん（たんぽぽ舎）
主催　ＮＡＺＥＮ池袋 03-6914-0487
■第３４弾東電直撃デモ！福島原発事故は終わらない
と　き　２月 25日（火）17:30 ～新橋駅前ＳＬ広場
で街頭宣伝　18:30 ～桜田公園からデモ出発
主催　原発とめろ！新橋アクション 03-3778-0717
■ＮＡＺＥＮナガサキ結成 8周年集会
　崎山比早子記念講演
と　き　２月８日（土）1時 30分～
ところ　長崎市民会館大会議室
お問合せ 095-800-1107
■第８回　NAZEN ヒロシマ総会
と　き　2月 11日（火・休）13:00 ～ 15:00
ところ　広島市東区民文化センター・スタジオ２
■宮城・福島原発事故被災当事者からの訴え・
　渡辺瑞也医師（南相馬市・小高赤坂病院院長）講演会
と　き　2月 24日（月・休）13:30~16:00
ところ　仙台市市民活動サポートセンター６階セミ
ナーホール（仙台市青葉区一番町 4丁目１－３）
主催　NAZEN みやぎ 090-2970-8114（小原）
■原発事故は終わっていない
　３・１１反原発福島行動 ’20
と　き　３月 11日 ( 水 ) 正午開場 13:00 開会
ところ　けんしん郡山文化センター大ホール
お問い合わせ　福島県郡山市本町２丁目 24-9-B　
TEL&FAX 024-905-7759 ／ 090-2271-8514（遠藤）
賛同金　個人 /団体　一口 1000 円
郵便振替　02220-2-135317
加入者名　3.11 反原発福島行動実行委員会

　2020 年が始まりました。会費・カンパでＮＡ
ＺＥＮの活動、保養活動を支えてください。会員
には毎月ＮＡＺＥＮ通信を郵送します。2020 年
の年会費（１月～１２月）個人一口 2000 円、団
体一口３０００円の納入をお願いします。保養カ
ンパも通年で受け付けています。今年もよろしく
お願いいたします。

　昨年 12月 1日、熊本市内で「福島原発事故
は 8年過ぎた今も終わっていない！福島報告
集会」を行い、参加者は予想を上回る 37 名、
うち 20名が初めてという新たな動きが感じら
れる集会となりました。
　福島の椎名千恵子さんからのメッセージに続
いて、「川内原発再稼働の前提条件だった避難
計画のウソを暴く」特別報告が、全労連・全国
一般鹿児島地本鹿児島市営電車・バス分会の資
料をもとに行われました。原発事故時にあたか
も出動するかのようなバス会社との協定締結の
インチキさです。福島報告の始めは、「帰還困
難区域に列車を走らせてはいけない。常磐線
全線再開は安全か？現地調査報告」の DVD 上
映でした。再開予定の 3駅（大熊町、双葉町）
近くでの調査で、毎時 9㍃シーベルトを超える
線量計の数字に、いかに危険か一目瞭然でした。
　メインのふくしま共同診療所の杉井吉彦医師
の講演では、冒頭に韓国 KBS 放送が取材した
ドキュメント「語られない福島の真実」が上映
されました。“ 福島はまだ終わっていない ” 現

実が映像化され、「復興オリンピック」の象徴
に福島を持ち上げている安倍政権を強烈に批判
するものでした。杉井さんは「子どもの甲状腺
がんが異常な数で増えている」と内部被曝を暴
き、それを認めないどころか検査縮小・廃止に
もっていこうとしている政府・福島県を強く批
判しました。そしてむしろこれからが健康被害
が拡大して大変な状況になると言い、参加者か
らの水俣病と同じようになっていくのではとい
う問いかけに、「水俣病との闘いから学ぶこと
は多い。あと 15年くらいには本格的な病院が
必要になる。生涯かけてその建設に取り組む」
と熱い決意を述べられました。
　初参加者が多かったのも、福島の長期化と健
康被害の拡大に水俣病と重ねての危機感が今日
の参加に結びついたのかと思うような最後まで
集中した集会でした。


